
学校図書館司書クドバス事例(学生作成)

テーマ 図書館を居場所にするために必要な学校図書館司書の能力

働いている場所環境など 学校図書館（公立中学高校） 職場のコンセプト 親しみやすい学校図書館

職場での立場と役割 学校図書館の運営 職場の課題 多忙な中、利用者層を拡大する

その人物の主な実務 選書・配架・貸出・読書相談・イベン

ト・学校教諭との連携

その人物の基本的考え方 誰もが親しめる図書館にする

その人物の優れている仕

事ぶり

図書館が居場所として感じられるよう

に、高校生の気持ちに寄り添いながら

運営する

その人物の抱えている課

題

図書館利用者が限られていて、もっと

親しみやすい図書館にしなければいけ

ない

仕事 能     力

1 １－１ A １－２ A １－３ A １－４ A １－５ B １－６ B １－７ B

図書室を

整備する

清掃を行うことで汚れ

を無くし、資料が汚れに

くい環境を整備すること

ができる

利用者が資料を探しや

すく配置がわかりやす

い配架ができる

利用者からの批判的な

意見を受け止め、直ち

に対応・改善を行える

体制を整えておくことが

できる

資料に関わる小さな問

題は利用者が主体的

に検索できるように、イ

ンターネット環境や蔵

書検索機能を整備する

ことができる

メールやチャットアプリ

からも利用者からの相

談・問い合わせを受け

付け、利用者ニーズを

集めやすくすることがで

きる

人目が気になる利用者

に配慮し、一人用の席

や死角に隠れた席を配

置することができる

利用者が主体的に図

書館を綺麗に利用でき

るよう、職員が見守れ

る環境が整備できる

2 ２－１ A ２－２ A ２－３ A

貸出を行

う

どのような利用者にも

利便性がよい資料貸出

システム(簡単・迅速)を

構築・提供することがで

きる

蔵書リクエストや貸出・

閲覧予約を行い、利用

者が求める資料に触れ

られる環境を提供でき

る

資料の貸出期間の延

長、返却方法の多種化

(ポストの設置)など利

用者の求めに応じた貸

出サービスが提供でき

る

3 ３－１ A ３－２ A ３－３ A ３－４ A ３－５ A ３－６ A ３－７ A

相談に乗

る

生徒と顔見知りになる

ことができる

ヤングアダルトサービ

スの意義を理解し、そ

れに基づいた相手の主

体性を尊重した読書相

談が行える

生徒の悩みや不安を具

体的な課題として把握

し、認識させることがで

きる

認識させた課題を相談

によって主体的に解決

へと導くことができる

生徒の話をよく聞き、話

の内容を繰り返して確

認することで信頼関係

を築くことができる

相手の話に共感を示

し、相手を理解すること

で安心感を与えること

ができる

課題解決のために、課

題によっては教員やカ

ウンセラー等の助けを

借りるよう助言すること

ができる

３－８ B ３－９ B ３－１０ B ３－１１ B ３－１２ B

相手の話に賛意を示し

たり肯定したりして、安

心して話せる雰囲気を

つくることができる。

生徒の悩みを共感的理

解を示しながら聞き入

れることができる

質問を通じて相手の話

を傾聴し、問題解決の

筋道を導き出すことが

できる

相槌や頷きによって相

手への共感を表し、そ

れを通じて相手からの

信頼を築くことができる

生徒からの相談内容を

担任や部活動の顧問

などと共有し、早期解

決に向けた支援ができ

る

4 ４－１ A ４－２ A ４－３ A ４－４ B

選書する

CD や DVD などのマル

チメディア資料を設置・

選書することができる

中高生の利用者二ー

ズを理解し、それに基

づいた選書ができる

トレンドや利用者ニー

ズに対応した興味を沸

かせる選書ができる

ヤングアダルトサービ

スとして中高生の読書

を通じて主体性の成長

を促す選書ができる

5 ５－１ A ５－２ A ５－３ A ５－４ B

イベント

を開催す

る

参加者が読書や配架

資料、図書館に興味が

持てるイベントを企画す

ることができる

イベント中にトラブル

（揉め事など）が発生し

ても対処できるよう、職

員内で事前に対策を立

てておくことができる

イベントを企画・開催

し、図書館の新規利用

者を増やしたり利用者

の来館頻度を向上させ

たりすることができる

ビブリオバトルや図書

紹介カード作りなど、利

用者が主体的に関わ

れるイベントを開催でき

る


